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中村覚という青年が昭和42 （1967） 年、厳しすぎ、

やさしさのない家庭に育ち、若くしてある家庭に強

盗に入り、ニ人を殺して極悪犯罪人となり、死刑宣

告をうけた。

毎日、死刑執行日が言い渡されるのを待ちながら

一年が経ったとき、和歌を習い始めて、やがて毎日

新聞の歌壇に載せられるようになった。彼は刑務所

でクリスチャンとなって、何か良いことを一つして

から死刑になれればと願うようになっていた。そし

て次の句を歌壇に載せた。
●ゆるさるることなく死ぬる身、良きことの一
つをしきりと成して逝きたし
歌壇のこの歌に目を引かれた10歳年下の女性が

いた。このクリスチャン女性はとても優しかった。

そして、彼女はこの死刑囚に対して、キリストの愛

を実行する。彼女は死刑囚にセーターを編んで送っ

た。死刑囚はその温かい心に感謝して、 「温もりの
残れるセーターたたむ夜、一日の命もろ手にいと
しむ」と歌った。
このような愛に心を打たれて、この死刑囚は献眼

しようと願い出た。しかし、両親は息子を家の恥と

思い、彼を戸籍から抹消していたので、遺体の法的

引き取り人がなく、献眼は許可されなかった。彼は

そのせつなさを詠んだ。
●ためらうに問い悲しみぬ死後の眼を欲しきに
やれぬ死囚の死なり
死刑囚歌人、島秋人は短い人生を獄の中でどのよ

うに生きて、人のためキリストのために死ねるか真

剣に考えた。千葉てる子というこのクリスチャン歌

人は、死刑囚に対してキリストの愛を実行するため、

何度か彼を独房にたずねた。彼女はクリスチャンと

してのミッション ・ステートメントをもっていた。

そして、実行した。マタイ25 ：36「獄にいるときた

ずね」たのである。

献眼を許可されなかった中村 《島秋人》 の悲しき

歌を毎日新聞歌壇で読んだてる子は、死刑囚の悲願

をかなえてあげたいと、法的

死体引き取り人 「養母」となる

法的手続きをした。時に、て

る子31歳、中村41歳であっ

た。
●角膜の献納せむと乞いて
得し養母なり、養母は優
しさに豊む
てる子は、自分の立場、人生をキリストの愛実行

のため最大限に生き抜いた女性であった。

ミッション ・ステートメントとは、1.目的、2.使

命、3.任務である。キリストのミッション ・ステー

トメントは次のような言葉であった。マタイ20： 28

「仕えられるためではなく、仕えるためにきた」 、ヨ

ハネ6：38 「父の御心を行うためにきた」 、ルカ19 ：

10「失われた者をたずね出して救うために来た」 。

ホワイト夫人のミッション ・ステートメントはど

うであろうか。 「わたしたちが世に置かれている任務

は、自己に仕えて、自己を喜ばせることではなくて、

罪人を救うために、神と協力して、神に栄光を帰す

ことである」 《キリストの実物教訓119》

では、キリスト者としてのあなたのミッション ・ス

テートメントはどんなものであろうか。一度自分自

身に問うてみるのも大事ではないだろうか。例えば、
●神のために何をなすべきか。
●神に用いていただいて、神のため人のために、
どのように生きるべきか。
●コロサイ3 ：12「神に選ばれた者であるから、あ
われみの心、慈愛、謙遜、柔和、寛容を身につけな

さい」「キリストの平和が、あなたの心を支配するよ

うにしなさい」 。
●ビクター ・フランクルの言葉
「全ての人は人生における独自の仕事あるいはミッ

ションをもっている。その点において、だれも、そ

の人の代わりになることはできない。そして、その

人生を繰り返すこともできない」 。

石井　光男　　

「あなたのミッション ・ステートメントは？ 」

アドラ日本支部

March
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今私はこれまでに味わったことのないような

不思議な思いの中にいます。これが神様から示

されたものなのかまったく不確かなのですが、

私の目の前に突然進むべき一本の道が示された

のです。この道はとてもはっきりしていて、と

ても具体的で、その上恐れより喜びを与えるも

のなのです。このことが実現したらと思うだけ

でうれしさがこみあげてくるのです。そしてど

うもこの道は立志つき先生に始まっているよう

だと気づいたのです。

2 0 0 1年7月、先生が眠りにつかれようとして

いる時刻に私は徳島教会におりました。先生の

ご事情も知らずに次の予定地へ移動し、1 0日程

家を留守にしましたので、先生とのお別れの会

には出席できませんでした。そこで1 1月に鹿児

島教会を訪ねさせていただきましたが、忘れ物

をしたために翌日指宿へ戻り、これが原因で翌

年再び指宿へ。旅は旅を呼んで、ローマ～パリ

へ、石垣島へ、ポルトガルへ、アラバマへ、沖

縄へ、韓国へと旅が続きましたが、これらの旅

のすべてが関連しあって一本の道へとつながっ

ていたことに気づかされたのです。

神様のご栄光は通り過ぎる時には私達の目は

覆われているので、これを見ることはありませ

んが、通り過ぎると、私達はその後ろ姿の一部

を見ることができるのだそうです。（出エジプト

33：2 2 , 2 3）

この一年間の私の旅は、過ぎてみて初めて全

てつながっていたことが分かったのです。

私達の一生の歩みは、全て神様のご計画のう

ちにある、とは頭では理解しておりましても、

現実に目の前にはっきりと示されるまではなか

なか実感しにくいものです。ましてやその道か

らはずれないように、事あるごとに守られてい

ることなど、私のような凡人には、なかなか実

感しにくいことなのですが、この点に関しまし

ても、実に明らかに、はっきりと、私がとても

守っていただいている存在なのだと実感させて

いただいた一年でした。

（1 9 9 3年1 1月7日、野尻湖にて受浸）

「2002年雑感-神様は不思議」

どの聖句が心に残っているかと問われたとし

ても、僕には答えることができない。聖書を読

むが、基本的には通読なので、与えられる言葉

は毎日異なる。読むのも早くないし、その日に

読む量も決まっていない。英語の聖書を聞いて

いることもしばしば。インターネットで聖書を

聞くこともある。あたりまえだが、どんなチャ

ンネルで聞いても、根本が変わることはない。

神様の言葉は変わらない。イエス様によって示

された神様の愛も変わらない。僕が神様から離

れても戻って来るのは、神様のそういうご性質

のおかげ。愛されなければ愛する価値を見出せ

なかった僕に、愛することを

教えて下さっている神様。愛

することのできる人に作り変

えて下さいと祈り続けた。

「イエスは言われた、『心を

つくし、精神をつくし、思い

をつくして、主なるあなたの

神を愛せよ』。これがいちばん大切な、第一のい

ましめである。第二もこれと同様である、『自分

を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ』。これ

らの二つのいましめに、律法全体と預言者とが、

かかっている。」（マタイ22：3 7～4 0）

聖句と私

田村　尚子

中居　徹雄

田ノ上なほ子さん、 鹿児島教会海老原牧師夫人とご一緒に



サドルバッ ク・チャーチ （Saddleback Church）

〔単立教会〕

†教会員数7万、 数多くの出版物　　 11月24日 （日）

創設者は、今も主任牧師をつとめているリック ・

ウォーレン氏。20年余り前に建てられた教会である。

最初の教会員の一人は、その敷地購入の際に関わり

のあった不動産業者であったという。今では、小グ

ループを基礎にして約7万名の教会員がいる。

週ごとの礼拝 （集会） は計7回行われる。土曜日は、

16時45分と18時30分の2回。日曜日は、8時、9時

45分、11時30分、18時の4回。2000席はゆうにあ

ると思われる集会所 （ワーシップ ・センター） が毎回

満席になる。遅れて来た人は、 会場の外で、 モニター

テレビを通じての参加となる。服装はカジュアルで、

説教者もTシャツなどを着ている。音楽は、コンテ

ンポラリー （歌詞・曲ともに現代風にアレンジした演

奏）の曲が、バンドの伴奏で歌われていた。ソング

リーダーはプロか、少なくともセミプロに違いない

と思われた。私たちが訪問したときは、 「目的のある

生き方」という、40日にわたる弟子訓練的なセミナ

ーがちょうど終わるところであった。

この教会の特色の一つは、沢山の独自の出版物を

持っていることである。ウォーレン牧師とスタッフ

によって書かれた書籍がすでに数十点、米国有数の

キリスト教出版社ゾンダヴァンから出ている。 『健全

な教会』という書名の日本語版もその一つであるが、

原題からすれば 「目的を持った教会」 とでも訳される

べき本である。この表題からもわかるように、はっ

きりとした目的を理解させることが教会と信者が成

長するための本質的な要素だという理念が窺える。

なおサドルバック教会でも、SDA教会と同様に、

初めての訪問者にはカセットテープを贈呈している。

また、小グループのためのガイドライン （指針） の指

導本や聖書研究用の教材を豊富に取り揃え、安価で

ワーシップ （礼拝） センター前で販売している。

この教会のたたずまいは、テーマパークみたいだ

と言ったほうがわかりやすいかもしれない。広大な
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南カリフォルニアの成長する諸教会を訪ねて（連載第3回：最終回）

-東京東地区牧師会研修旅行（2002年11月15日～27日）- 板東　洋三郎

駐車場があるのは当然として、中学高校生や大学生

の集会は、 倉庫や、催し物用のイグルー （イヌイット

の家）のような簡素な建物で行われて、ワーシップ

センターへの入場を許されない5歳未満の子供たち

は、水族館のような、きれいな建物の中で指導され

ている。「サドルバック ・カフェ」という名の瀟洒な

喫茶店風のテラスもある。

ミニストリー （宣教活動） は、あまりにも多岐にわ

たっていて、全てを述べることはできないが、その

基礎は小グループにあると思われる。各小グループ

でケアと訓練がなされ、その積み重ねと広がりが教

会を支えている。単立教会ではあるけれども、一つ

の教団あるいはそれ以上のリソース （心的物的貯え）

と、強い組織力と実践力を持っている。将来どのよ

うにこの勢いが推移していくのか、大いに関心がも

たれるところだ。

ウェストエンジェル ス・チャー チ・オヴ・ク

ライスト （West Angeles Church of Christ）

〔non SDA〕

†説教者の励まし、聴衆のサポート 11月24日 （日）

西ロサンゼルスの大通りに面した商業地区にあ

る。ここに多く居住する黒人を主対象にした教会と

言ってよい。建物は、半円形の大劇場のような感じ

で、二階も含めて3000席はあろうかと思われる。一

区画隣に、教会専用の立体駐車場がある。

会堂内の講壇はとても広くて、120名の聖歌隊の

演奏や様々 な催しをするのに十分なスペースであ

る。私たちが出席したときには、5名の女性のダン

まるでテーマパークのようなサドルバック・チャーチ
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会と同様に、土台は地域ごとの小グループによる宣

教活動である。これをディサイプリング ・オフィス

（訓練指導部門） が統括する。 でも、ロビーの書店に

は小グループを対象にした教材らしき物は見当たら

なかった。

スによる讃美がなされていた。サキソフォンを含む

バンドの演奏と大聖歌隊の、圧巻ともいえる讃美の

うちに、雰囲気がぐんぐんと盛り上がっていくのが

はっきりと感じられる。

説教者は五十代と見られる教会牧師。 「黒人である

がゆえに現実の生活においては不利な立場におかれ

ることがあるけれども、神は人を偏り見られる方で

はない」と、「ローマ人への手紙」 10:8～13を引用し

て熱っぽく説いていたが、 やがて、 単純な繰り返しの

メロディーで歌いかつ飛び跳ねながらの説教に移っ

ていった。そういった状態が20分も続いただろうか。

ある人々は立ち上がって拍手をする、別の人々は声

で相づちを打つという状況になった。説教者が聴衆

を励まし、聴衆が説教者をサポートするのである。

献金は、椅子の背にあるポケットから封筒を取っ

てこれに収め、説教が終わるころ通路の大きな篭に

入れるようになっている。もちろん、男女の執事が

そばについている。経済的には楽でないとみえて、

教会の借金を支払うために誕生月に年収の2％の特

別献金をするようにと、週報で呼びかけていた。

礼拝は日曜日の8時、11時、19時の3回行われる。

礼拝の様子は、ラジオとテレビで中継放送されてい

る。有名アーティストを招いての実演もある。高名

なユダヤ教のラビの名や、ゴスペル、コメディー、

ヴァラエティショウがアナウンスされていた。会堂

入口の大きなロビーでは、ここでもやはり多くの書

籍が売られていて、支払いの長い行列ができた。

年齢層別あるいは対象別の多岐にわたる宣教活動

は、いずれも平日に行われている。またこの教会が

持っている機関は、クリスチャン ・アカデミー、バ

イブル・カレッジ、カウンセリング ・センター、キリ

スト教書店、コミ

ュニティ厚生セン

ター、パフォーマ

ンス・シアター、

青少年センター等

と多彩である。し

かし、ここでも他

の規模の大きい教

まとめと所感　　選択肢の“多様性”

三回にわたる報告で、私は主に、礼拝の 「形」

に関することを述べてきた。訪問した教会はいず

れも、非常に個性的かつ伝道志向であった。それ

は、ターゲットとする対象をはっきりと意識して

いることの結果だと思う。はっきりとした伝道の

対象がまず初めにあって、教会の指導者 （創立者）

は、場所、建物、プログラムのスタイルを選び、

スタッフを訓練してきたのである。

今回私が見た教会で感心することは、その背後

にそれを可能にする考え方や社会的経済的背景が

あることはもちろんであるけれども、礼拝の雰囲

気、説教 （者）、音楽やミニストリーのタイプ、タ

ーゲット（ライフスタイル 〔生き方〕、年齢層、ス

テイタス〔階層・社会的地位〕 、文化的背景） 等に

おけるオプション （選択肢） の多様性である。

礼拝の形に関して言うならば、実は聖書は、心

の態度に関する原則的なこと以外には、その形に

ついて何ら規定していない。神はこの領域におい

て、個人の感情や表現の幅を認め、かつ聖霊に働

きの場を与えておられるのではないだろうか。

礼拝のタイプに対する考え方は、その人は、礼

拝をどのようにとらえているのかによって異なっ

てくる。「静まって私こそ神であることを知れ」 （詩

篇46: 10）とあるように、ひたすら厳粛さを求め

るとすれば、ロックバンドにも負けない伴奏でコ

ンテンポラリーの讃美がもたれる所では、居心地

が悪いかもしれない。他方、 「声を放って喜び歌え」

（詩篇98:4）、あるいは 「ラッパと、シンバルとそ

の他の楽器をもって声を振りあげ、主をほめ」 （歴

代志下5：13） ることを求める人は、いわゆる伝

統的讃美では満足できないに違いない。

この二つが共存できればそれでよいし、別個に

礼拝をもつことができればそれもよい。しかし、

礼拝は伝道を意識すべきだ、とするならば、多様

化時代の日本においても、教会あるいは教団が複

数の選択肢を提供する試みと努力をすることは、

極めて重要だと思う。←ウェストエンジェルス・

チャーチの週報
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†第5回・家庭会セミナーのご案内†
*講　師：日野原重明先生 （医師・聖路加国際病院名誉院長）

*演　題：「人生の幕の引き方」

*日　時：3月29日 （土） 14：30～16：00

*場　所：東京中央教会　礼拝堂

日野原先生は、ご承知のように、様々なメディアを通して、生きることの質を問うメッセージを発信し続け

ていらっしゃる、91歳現役のクリスチャン ・ドクターです。超ご多用の先生がすでにこの日のために準備され

ていることを知り、感謝に耐えません。どうか、ご高齢の先生とこのセミナーのためにお祈りくださいますよ

うお願い申し上げます。 （なお当日は、 森武靖子さんによるバッハ生涯最後の作品の演奏があります）
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●ただ今、渡辺家は手話ブ

ーム 私が渋谷区手話講習

会に通いはじめた3年前から、

PFCやVBSでも手話を取り入れた讃美歌を歌って

きました。特讃 （2/1 ・安息日学校） のお話を伺った

ときに、渡辺家らしく手話でいこうと思い、いくつ

か持ち歌の中から選曲しました。 「両手いっぱいの愛」

は、2年ほど前から歌い続けているので、娘は 「手話

はばっちり ！」と自信満々。しかし、曖昧に表現して

いるところもあったので、もっときれいな手話をと

お風呂で特訓。困ったのは、いつも向かい合って教

えてたので、鏡で覚えてしまっていること。これは

最後まできちんと直りませんでした。聴覚障害者と

健聴者の大切な架け橋の手話。いろいろな方法で皆

さんに興味を持ってもらえたらなと思っています。

（渡辺千里）

●「バリトンとパイプオルガンによるチャペル

コンサート」にぜひ、どうぞ！

来たる3月29日 （土）、礼拝堂で19時開演です。出演

は星野高夫さん （バリトン、 ドイツ在住） と、当教会

の森武靖子さん （オルガン） 。森武さんは三回連続の

出演となります。曲目：◆カンタータ56番 「我喜び

て十字架を担わん」 （J.S.バッハ）◆オルガンソナタ

（F.メンデルスゾーン）◆聖書の歌 （A.ドヴォルザー

ク）。献金はADRAの国際援助プロジェクトの支援

に用いられます。
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死というお別れをもっとポジティブに
捉えることはできないのでしょうか。
死からさかのぼって生を見つめる意味を、
ご一緒に探ってみませんか。

See you again！　トラウテ・ブロムシュテットさん

二月の第二安息日 （8日）の夕方、かねてドイツ ・ライプツィヒ市の病院で加療中だったトラウテ ・ブロムシ

ュテットさんがしばしの眠りに就かれました。トラウテさんは、NHK交響楽団の名誉指揮者、ヘルベルト ・

ブロムシュテット先生の奥様です。来日の折には、仲睦まじくお揃いでたびたび当教会に礼拝に見えました。

集会室で昼食を召し上がりながら気さくに教会員と歓談するお姿をご記憶の方も多いことでしょう。じつはこ

の日の朝、演奏会のために滞在中の先生が、安息日学校の 「奨励」の時間に、証しをされたのでした。音楽を

通じて交わったホームレスの男性との、ほのぼのとしたエピソード、心にしみる素敵なお話に感動の波が聖堂

内に広がりました。しかし、何ということでしょう、その少し前に 「奥様ご危篤」 の報が教会に届いたのです。

つらいご報告をし、静まり返った聖堂内で、皆様とともにお祈りをお捧げしました。ご遺族に、とくに演奏会

を控えて日本に留まられた先生の上に、主の限りないお支えと御慰めがありますように。 （板東洋三郎）

（追記。先生は22日の安息日に礼拝説教をしてくださいました。天地の創造者である神に畏敬の念をもっ

て臨むべき私たちの姿勢を、そして祈りで、歌で、演奏で、偉大なる神を礼拝してほしいことなどを説か

れました。芸術家らしい視点で神を見上げられたその説教に、深く心を潤おされた礼拝でした。 （編集部）



3月のスケジュール

3  /   1(土) [説]板東洋三郎牧師＆子供のお話

役員会

長老会

/  8 (土) [説]板東洋三郎牧師

子供礼拝

理事会　1 4 : 0 0～

週報＆はらじゅくニュース発送

/ 15 (土) [説]板東洋三郎牧師＆子供のお話

バプテスマ式

事務会　1 4 : 3 0～

/ 22 (土) [説]板東洋三郎牧師＆子供のお話

洗足・聖餐式

板東先生送別会

/ 29 (土) [説]長池明夫牧師＆子供のお話

発　行：東京中央教会コミュニケーション部　 ＊発行人：板東洋三郎　 ＊編集人：前中靖司

[ 住所 ] 〒150-0001  渋谷区神宮前1-11-1 ☎03-3402-1517

＊スタッフ：久木田明夫 ・佐藤敏子・寺内雅子・芳賀洋・平山茂子・森武靖子・山口保夫

◆教会のホームページを開設しています。

http://www.sda.gr.jp

英語のw i ne（ワイン）、ラテン語のV i n um（ウィヌム）、ギリシャ語のo i n os（オイノス）、ヘブル

語のy a y in（ヤイン）は、歴史を通して、発酵したぶどう汁と未発酵のぶどう汁の両方を表してき

ました。聖書のぶどう酒は肯定的な意味では、未発酵もので酔いを起こさないグレープジュース

を、否定的な意味では発酵したもので酔いを起こすワインを表しています。詩編1 0 4：1 5に「ぶど

う酒（ヤイン）は人のこころを喜ばせ」という聖句がありますが、このヤインは、健全な未発酵の

ワイン（グレープジュース）を表す例です。一方、箴言2 3：3 1の「酒を見つめるな」は、酔いを起

こすワインの使用を最も明瞭に禁じた聖句です。

聖書の時代、ワインは「カルロスオイノス」と呼ばれました。カルロスとは「良い」という意味

で、それは道徳的にも良いことを示し、アルコールの効き目がないものを指しました。特に、ユ

ダヤ人社会の結婚式にはアルコールは出されませんでした。式に女性や子供も出席していたから

です。祭司アイザックは、「祝宴（結婚式を含む）にはアルコールは出さない」とユダヤ人の習慣を

述べています。発酵は腐敗と考えられていました。

ところで、罪のないイエス様は、道徳的に悪に導く酒を飲んだでしょうか？　イエス様は、

人々が誘惑に陥る可能性のあるアルコールを薦めたでしょうか？　もしそうであるならば、罪の

ない救い主とは言えません。

（サムエレ・バキオキ、米国アンドリュース大学神学部教授　1 / 26〔日〕他教派の教会から依頼されての礼拝説教より）

ＳＤＡ東京中央教会コミュニケーション・ニュース　　　　　　　 2003．3月　第195号
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バイブル豆事典

「聖書に書かれたぶどう酒　 - 1 -」

E D園
エ デ ン

だより

楽譜によく出てくる （フェルマータ）、

ご存じのように、2倍～3倍の長さにの

ばす、という意味で現在は用いていま

すが、本来は、停止して一休みする、と

いう意味の記号です。昔の讃美歌では、

この記号の部分で一休みする=息つぎ

をする、という意味に用いられました。

讃美歌の中にもフェルマータつきの古き

名曲が数多く載っています（1 3 6、2 6 7）。

部分でしばし一休み、息つぎをする

と、曲が躍動感にあふれたものになり

ます。どうぞお試し下さい。（Y . M .♪）


